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Bericht aus Deutschland
田口理穂＊ドイツのエコあれこれ

　
環境団体グリーンピース

はクジラ捕獲反対や難民保

護などで過激なイメージが

あるが、ドイツではエネル

ギー部門でも活動が盛んで

ある。そのグリーンピース

がドイツでつくったのがエ

ネルギー会社「グリーンピースエナ

ジー」。1998年の電力市場自由化を受

けて 2000 年に設立され、ガスと再生

可能エネルギーの電力を提供してい

る。

　エネルギー協同組合によって運営さ

れ組合員 2 万 5000 人、顧客 14 万人

を誇る。エネルギーシフトと持続可能

な社会を推進し、脱原発、脱化石燃料

を掲げる。シェーナウ電力会社のよう

にエネルギー供給だけでなく、ビジョ

ンを持って啓蒙活動をしている。

　
隔年で開かれるグリーンピースのエ

ネルギー会議に参加した。組合員や顧

客など170人がエネルギーや気候保護、

食品ロスなどさまざまなテーマについ

て議論した。非常にアットホームな雰囲

気で、スタッフは苗字でなく下の名で

呼び合っている。共通の信念を持ち、

互いに信頼しあっているように見えた。

　職員を 70人以上抱え、掃除する人

も含めて派遣社員はおらず直接雇用し

ている。職員の働きやすさを重視し、

水やコーヒー、お茶をはじめオーガ

ニックのリンゴが無料で常備され、労

働時間はフレックス制である。

　社内の備品も安ければいいというわ

けでなく、リサイクルできるサインペ

ンなど環境に配慮したり、顧客の製品

を使ってお互いにウィンウィンの関係

を心がける。通勤にはマイカーでなく

自転車を推奨し、採食主義をすすめる

など、組織の信念を多角的に実践して

いる。

　「働きやすさが持続可能とどういう

つながりがあるのか」と思う人もいる

かもしれない。広報担当者によると

「『持続可能』の意味は広い。リサイク

ルペーパーを使うだけでなく、会社と ごみかんドイツ特派員  田口 理穂
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して働きやすい職場を提供する

ことは持続可能な社会に寄与す

ること」との答えだった。

　同会議の目玉は、大手電力会

社バッテンファルのアンドレア

ス・ヴェッター氏のトークだっ

た。同社はスウェーデンの国営

企業で、原発を所有し、ドイツ国内に

350万人の顧客を持つ。ヴェッター氏

は参加者から「原発は安全なのか」「エ

ネルギー供給のビジョンはどうなって

いるのか」と批判的な質問の総攻撃を

受け、「経済的に見合わなければいけ

ない」「これからどんな新技術が出て

くるのかわからないから、将来のこと

は言えない」と逃げ腰の返事。しかし、

そもそも一人でこういう場に出てくる

のが偉いとほめるべきかもしれない。

　会議やワークショップで参加者は積

極的に発言しており、社会に役立ちた

いという思いが溢れていた。会議は、

知識と関心のある人が意見交換をする

場となっていて、これも持続可能な社

会づくりのひとつだと感心した。

　日本の母が「パル
テノン神殿を一度見
たい」と熱烈にいう
ので、明と 3 人でギ
リシアに遊びに行き
ました。

　明はパパといつもギリシア語で話してい
るし、ドイツでギリシア語補習校に通って
いるし、 毎年アテネのパパの実家に行っているので、3
人で旅したら明に通訳させればいいと思っていました。
ところが「知らない人とは話せない」と恥ずかしがり、
お店でもレストランでも全然しゃべりません。観光地は、
私の英語でなんとかなってしまう。

　そこで私が「この子、ギリシア
人なのよ」というと周りはびっく
り。お菓子屋さんのおばさんにギ
リシア語で話しかけられた明が流
暢に答えるとさらに驚いて、明の
ほっぺをつまんだりお菓子をくれ
たりしました。（写真）
　確かにアテネではおじいちゃん

たちがすべてお膳立てしてくれるので、明は他人と
しゃべる必要がない。日本みたいに学校に入れるのは
ギリシアでは難しいし、親戚としか話す機会がないの
だとはたと気付きました。また、怖がりでシャイな性
格もなんとかする必要がありそうです。
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